
令和２年度 学校評価（最終評価） 

三次市立布野中学校 

１ 経営理念 

□ 学校教育目標 
   確かな学力を持ち，夢や志に向けて能動的に活動する生徒の育成 
□ めざす学校像 
 ○信頼される学校 

  ①安心・安全な学校（自他ともに安心して，楽しく生活できる）      ②確かな学力を身に付けさせる学校（学力の向上） 

  ③夢をかなえる学校（自己の成長や良さが実感でき，夢と自信が育つ）   ④美しい学校（環境，礼節，一生懸命が美しい） 

  ⑤社会に貢献する学校（地域と連携して地域の活性化に貢献できる） 

２ 経営目標・評価指標・評価等                                                      

【評定 Ｓ：100％，Ａ：100％未満～90％以上，Ｂ：90％未満～70％以上，Ｃ：70％未満～50％以上，Ｄ：50％未満～0％】 

 
中期経営目標 

短期経営目票 
（達成目標） 

評価指標 
評
価 

成果（○）・課題（▼）等 今後の取組・改善策 

確
か
な
学
力 
 

○基礎・基本の
学力の確実
な習得，思考
力・判断力・
表現力の向
上を図る。 

○各種学力検査で，国
または県の平均を上
回る。 

○本校が国や市の平

均以上 

Ｃ 

【全国学力】 

○本年度，中止 

【三次市到達度】 

○国や市の平均以上の生徒の割合は，５１．８％であ

った。 

○正答率６０％以上の生徒の割合は，５６．６％であ

った。 

▼正答率３０％未満の生徒が延べ５名いる。 

▼無解答が１年生で３４問，２年生で４２問あった。 

・今年度は，新型コロナウイルス感染症による休

校も多く，学力の定着が不十分であった。 

・全体的に家庭学習の習慣化が出来ていない。家

庭と連携し家庭学習時間の確保に努める。 

・個に焦点化した学習活動を取り入れ，授業改善

を行う。 
・基礎学力の定着を図るために，個に応じた課題
を作成する。 

○各種検定及びコンク
ール等，応募の生徒
割合を高める。 

○生徒全員が英検，
漢検，数検のいず
れかを受検する。 

○外部主催の各種検
定及びコンクール
等で，生徒全員が
一つ以上受賞す
る。 

Ｂ 

○英検，漢検，数検のいずれかを受検した生徒は， 

15／23 であった。 

○今年度は，コロナの影響で募集，大会等が激減し，

応募機会が減少したため受賞した生徒は，18 人で

あった。 

・全員がいずれかの検定を受けるように各教科で

促し半数以上の生徒が受験したが，来年度は８

割以上受験するように促す。 

・作品応募に対しては積極的に応募した。来年度

も同様に取り組む。 

○基本的学習習慣を定

着させる。 

・家庭学習習慣の定着 

２時間以上家庭学習

を行う。 

・読書習慣の定着 

年間１５冊以上本を
読む。 

○生徒全員が 2 時間

以上家庭学習を行

い，年間 15 冊以上

本を読んでいる。 

Ｄ 

▼昨年は，家庭学習を３時間以上行っている生徒が４

人いたが，今年度は１人になった。又，まったくし

ていない生徒が昨年は０人だったのが，４人に増加

した。 

▼読書についても，３月時点で１５冊を超えている生

徒が昨年は９名いたが，今年度は６人だった。よく

読む生徒と，読まない生徒が固定化している。 

○一番多い生徒は，３月時点で１１５冊読んでいる。

（月平均９．６冊読んでいる） 

・宿題未提出の固定化していた生徒が減少してき
た。引き続き個別指導を継続し宿題提出率を
100％にする。 

・自主学習ノートの提出率も上がっている。これ
までと同様に，自主学習ノートを家庭学習の一
環として積極的に取り組ませる。 

・家庭学習の必要性を理解させ，家庭学習の習慣
づけを行う。 

・今年度もアウトメディアの取組を推進している。
その取り組みとコラボして読書の取組を進め
る。 

豊
か
な
心 
 

○礼儀や規範
意識を身に
つけ，場に
応じた行動
のできる自
律した生徒
を育てる。 

○当たり前のことが，

立派にできる生徒の

育成を図る。 

・レベル５の挨拶がで

きる。 

・校則，時間，掃除，
整理整頓等，ルール
を守って生活できる。 

○生徒全員が，式，

朝会，授業，来客

への対応等の場

で，レベル 5 の挨

拶ができている。 

○生徒全員が，校則と

時間を守り，掃除や

身の回りの整理整

頓ができている。 

Ａ 

【挨拶】 
○「地域の方に…，校内で…，来客に対して…」のレ
ベル５の挨拶の項目は何れも肯定的評価が高い。 

○今年度は，新型コロナウイルス感染症対策に伴い，
全員の登校時，下校時の職員室への挨拶を中止した
ため，中間評価では，肯定的評価が低かった。しか
し，後期は挨拶の指導を行うことにより４項目中，
３項目が「Ａ」評価となった。 

【ルール】 
○昨年度は，「校則を守っている」の評価がＢ判定だ
ったが今年度はＡ判定となった。又，「時間を守っ
ている」の項目の肯定的評価が 100%になった。 

○教職員が時間を意識して行動することで，生徒へ抑
止力につながっている。 

▼全てＡ判定であったが，２項目とも 100%の評価に
なるように取り組む必要がある。 

【掃除】 
○昨年の評価はＢ判定であったが，今年度はＡ判定に
なった。また生徒の意識も高まり。肯定的評価が
100%になった。 

【身の周りの整頓】 
▼これまでも指導を行っているが，昨年と変わりない

Ｂ評価であった。 

【挨拶】 
・４項目中，３項目がＡ判定であったが，授業で
の挨拶がＢ判定であった。全項目でＡ判定にな
るよう，場面に応じた挨拶ができるように指導
する。 

 
 
 
【ルール】 
・今年度は，ルールや規則への意識も高まり，評
価が全てＡ判定となった。来年度も同様に意識
が低下しないように継続して取り組む。 

 
 
 
【掃除】 
・これまでと同様に，掃除指導を徹底する。 
 
【身の周りの整頓】 
・全体への意識付けはおこなっているが，この項
目でも他と同様に，整理整頓ができない生徒が
固定化している。日々継続して指導を行うこと
で習慣化させる。 

○自己肯定感
を高め，思い
やりの心を
もった生徒
を育てる。 

○生徒全員が「自分に
は良いところがある
」「周りから認められ
ている」と感じてい
る。 

○生徒全員が，自分の

ことを肯定的に自

己評価し，周りから

認められていると

感じている。 

Ｂ 

○「自分によいところがある」は，前年度の最終評価

と同様であったが，「自分は周りから認められてい

る」の項目が昨年度のＣ判定からＢ判定に向上し

た。    
▼肯定的評価は向上しているが，２項目とも肯定的評

価が 8割を超えるように取り組む。 

・これまでも「ありがとうカード」等の取り組み
を行ってきたが，あらゆる場面で自己肯定感が
高められるように意図的に仕組んでいく必要が
ある。特に自己肯定感の低い生徒に対して活躍
の場面を与え自信を持たせる取り組みを行う必
要がある。 

健
や
か
な
体 

○基礎体力を

向上させ，

活力ある生

徒を育てる

。 

 

○基本的な生活習慣が
身についている。 

・朝ごはんの定着 

○生徒全員が，朝食を
食べている。 

○栄養士と連携した
食育指導を年１回
以上実施する。 

Ａ 

○今年度は，栄養士による食指導は３年生しかできな
かったが，生徒の食に対する意識は高く年間を通し
てＡ判定であった。 

▼２名の生徒が毎日ではないが朝食を食べていない
実態がある。 

・生徒の固定化が見られるため，保護者と連携し，

全生徒の朝食が 100%になるよう取り組む。 

・これまでと同様に，調理場栄養士からの食育指

導の継続と保護者への啓発活動を行う。 

○部活や各種体力つく
りを充実させる。 

○部活や体力つくり
に参加し，体力が向
上したと感じてい
る。 

Ｂ 

▼全体的には肯定的評価は高いが，前年度の最終評価
に比べ，4.4 ポイント下回った。今年は，新型コロ
ナウイルス感染症対策に伴い，部活動の制限や前期
の大会等も見送られる中，生徒の向上心が低下した
と考えられる。 

・保健体育の授業とタイアップし，体力つくりへ
の興味関心を持たせると共に，体力向上に努め
る。 

信
頼
さ
れ
る
学
校 

○学んでよか
ったと思え
る学校をつ
くる。 

○生徒が授業や学校生
活に満足している。 

○生徒全員が，「授業

はわかる」「学校が

楽しい」と肯定的に

評価している。 
Ⅽ 

○「授業はわかる」と「学校が楽しい」の項目のみ見
ると肯定的評価が高く，２項目ともＡ判定になって
いる。 

▼２項目全てで肯定的評価の生徒を挙げてみると評
価が低くＣ判定となった。 

・教科によって満足していない生徒いるため，授
業改善を図り，全ての生徒が肯定的評価になる
よう取り組む。 

・中学校生活に対しても全ての生徒が満足できる
ように個人面談や相談活動を充実させ，個の課
題を取り除く取り組みを行う。 

○保護者が本校教育に
満足している。 

・安心と満足 

○保護者全員が，「安
心」して学校に通わ
せており，教育活動
に「満足」している
と肯定的に評価し
ている。 

Ａ 

○「安心して……通わせている」は，昨年と同様に
95.7％と肯定的評価がとても高い。 

○「布野中学校に行かせて良かった」は，昨年度に比
べて，肯定的評価が 0.8％向上した。 

▼３項目とも肯定的評価が高いが，保護者の満足度が
100％ではない。 

・生徒の満足度と保護者満足度が比例しているた
め生徒の満足度の改善を図る。 

・今以上に通信やＨＰ等の内容を工夫し，保護者
に学校の状況が伝わるようにする。 

・保護者の要求に耳を傾け，コミュニケーション
を図る。 

 


